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遺伝子制御ネットワークが特定できれば、細胞の状態を制御する手法の開発につながり、新たな創薬標
的の発見などが期待できる。
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図 :ブーリアンモデルによる 

遺伝子制御ネットワークの例 

 ある生物の遺伝子をひとつずつ網羅的にノックアウトして、その

後の成長率を計測することにより必須遺伝子を特定する手法が存在

する。この手法により、大腸菌では約４０００遺伝子のうち約３０

０個、酵母では約６０００遺伝子のうち約１１００個が生存するた

めの必須遺伝子であることが知られている。また、２つの非必須遺

伝子を同時にノックアウトすることで生存できなくなる時、これら

の遺伝子ペアを合成致死遺伝子という。合成致死遺伝子を網羅的に

特定することにより、遺伝子間の相互作用の全体像を明らかにする

ことができる。本発表では、代謝ネットワークなどのデータを用い

て合成致死遺伝子を予測する手法について紹介する。 


